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２０１１年東北地方太平洋沖地震による新宿・超高層建築の揺れと被害
Response and Damage of High-Rise Buildings in the Nishi-Shinjuku Area, Tokyo, Japan,
during the 2011 Tohoku Earthquake
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昨年度の報告（久保ほか、2011）に続き、2011年東北地方太平洋沖地震による新宿駅西口地域での超高層建築の揺れ
と被害に関して、工学院大学新宿校舎と隣接する STEC情報ビルの強震観測データ、および周辺の超高層建築を含めた
ヒアリング調査結果などをもとに報告する。
　工学院大学新宿校舎は 1989年竣工の２９階、STEC情報ビルは２８階建ての鉄骨造建築であり、双方・２成分とも

固有周期は１次モードが約３秒、２次モードが約１秒である。両建物では地下 100 mから屋上階まで約８階ごとに強震
観測を実施している。Table 1と Figure 1に 2011年東北地方太平洋沖地震における最大加速度・変位・計測震度の値を示
す（周期５秒以上をカット）。１階では最大加速度、変位、計測震度がそれぞれ約 100 gal, 7 cm、震度４程度が、屋上階
では約 300 gal, 35 cm（１階に対する相対変位は約 30 cm）,震度６弱まで増幅した。１階の５％速度応答スペクトルは１
秒から５秒まで約 0.3 m/s程度のほぼフラットな振幅特性を示しており、高さ方向の最大振幅値の分布も加速度や計測震
度では中間階でも大きな値となっており、２次モードの影響がみられる。一方、これまで地震や余震を含めて、固有周期
と建物の振幅との関係を調べると、本震の後では前よりも５％程度の固有周期の低下が見られた。また振幅が大きくな
ると固有周期も増大する、振幅依存性が再確認された。これは間仕切り壁やカーテンウォールなどの非構造部材やその
接合部の剛性低下が大きく影響していると考えられる。一方、建物の被害に関して、工学院大学では天井の落下（28, 27,
21, 14階）、天井のたわみ（28, 26, 23, 20, 19, 16, 14階）、非固定の本棚転倒と間仕切り壁の変形（24階）、非固定のテレ
ビ・他の転倒（28, 16階）、など中層階以上で非構造部材の損傷があった。一方、中層棟建物とのエキスパンションジョ
イントカバーの破損や、非常用エレベータではロープが絡まり、器具の破損により３週間程度停止してしまった。さら
に工学院大学ではアンケート震度調査（太田ほか、1998）をもとに、項目をオフィスビルに調整して実施している。住
宅やマンションと比べ、殆どの什器類は固定しており、全体として室内被害は大きくはなく、計測震度と比べてアンケー
ト震度はやや小さめの値となった。一方、他の新宿駅西口地域での超高層建築の強震観測記録や被害・初動対応に関し
て、アンケート調査も実施している（新藤ほか、2011; Hisada et al., 2012）。工学院大と同規模のビルではほぼ同程度の
揺れを示し、より高層の建物である都庁第一本庁舎（４８階建て）や新宿センタービル（５４階建て）では、最大相対
変位 50～」70 cm程度の値が報告されている。被害状況は工学院大学とほぼ同様であり、構造的な被害はなく、非構造・
什器類の被害であり、中層階以上で一部であるが天井や石膏ボードの落下、スプリンクラーの破損と漏水、エレベータ
の非常停止と閉じ込め事故なども生じている。その他詳細な内容は当日報告する。
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